
Aグループの提案

 市民同士のつながり（輪）が強いまちから更に飛躍し、企業や大学と協力しながら、将来を担

う若者に希望を与えていくまちづくりが必要です。

人と人の“輪”が若者に希望を与えるまち・鹿角

公務員になり地域に貢献

弁護士 医師

私たちの夢・まちの夢 鹿角の強み 提案

ファッション関係

YouTube 等
を利用して食
文化や観光ス
ポットをPR
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【凡例】 まちの夢 市の強み 市の弱み 提案

私たちの夢

スポーツドクター

私たちが描くまちの夢

夢を叶えるために…

市外から帰ってきたい
と思ってもらえるまち

若者が住みやすいまち

市民も市外から鹿角を
訪れた人たちも、どちら
も支援されるまち

若者が帰って来る

大学などの教育環境が
充実しているまち

教育が充実したまち

教育環境が充実

お医者さんが少ない（特に小児科）

人口減少と
少子高齢化

若者の都会
への流出

自分のやりたい
ことを追うため
には、鹿角を出
なければいけな
い人が多い

色々な企業や地域と交流を増やす活
動はあるが、市全体に広がっていない

豊かな観光資
源を利用して、
学生ガイドツ
アー等を実施

市と地域が協力して情報発信

豊かな自然をPRするためのイベン
ト企画やボランティアガイドを実施

学生と地域、観
光客との関わ
りを増やし、鹿
角を市外にPR

地元企業と協
力して、お土産
（お菓子・食品）

を製造販売

子育て支援の活動をもっと多くの
人に知ってもらう

教育・学習の場がまだ足りない

充実した教育を受けられる所や機会
が少ない

高校が市内１校になり、進路に迷いが
生まれている（市外高校との学力差など）

教育を受ける選択肢が少ない

市外に出てい
かなくても教育
を受けられる
大学等の設置

高校の跡地を
効率よく活用
し、働ける場所
や大学の設置

大学等の設置

移住者を増や
す活動に中高
生も参加

若者が戻って
きたときに迎
え入れる場の
創設

戻ってきた人
の市内での職
場探しに協力

人口が流出したとしても、戻ってき
たいと思える程の経済支援を実施

学生だけでな
く、一般の方も
参加可能な職
場体験を企画

若者のUターン支援

たくさんの職種の会社はあるが、似た
ような業種の会社（同業）が少ない

夢を追おうとしたとき、同じジャンル
の中での選択肢が少ない

働く場所の選択肢が少ない

鹿角の弱み

豊富な職場があるまち

たくさんの職種・会社が
あるまち

職業選択が豊富

他の地域や企業との関
係が強いまち（交流拡大）

他地域との交流が活発

多様性・寛容性

自由に自分のスタイル
を表現できるまち

様々な方向へ自分を表
現・アピールできるまち

子育て世代を支援でき
るまち

医療機関が充実してい
るまち

福祉が充実

市と市民の距離が近い（壁が無い）

子育て支援に関する様々な活動が増
えている

世代間の壁が無く、人の交流が盛ん

人が温かく、誰でも歓迎してくれる

人のつながり（輪）が強い

食や文化・自然などが唯一無二である

自然が豊か

スキー場や体育館をはじめ、運動する
ことができる施設が多い

観光資源が豊富 情報発信の工夫

年齢関係なく、
交流できる場
所を創出

若者が意見を
発言できる機
会や場を創出

今よりもっと
市内企業と市
内の学校との
交流を増やす

自分の地域だ
けでなく、他地
域と協力して
行う

今回の会議のように、市民や市役
所の話し合いの場をもっと増やす

つながり（輪）を若者に広げる


